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　 診る
 1 押さえておくべき心不全診療ガイドラインの
  ポイント
 2 心不全療養指導に必要な身体所見とは
 3 心不全療養指導に必要な検査とは

　 識る
4 心不全療養指導士制度の目的と役割を識る

5 療養指導に必要な患者教育の考え方とは
 6  心不全の在宅医療
7  心不全の地域連携

　 治す
 8 セルフモニタリングと定期受診・増悪時の
  対応をどうするか
 9 服薬アドヒアランスへの支援方法療

Expertise

Expertise

10 栄養管理 ～管理栄養士の立場から～
11 身体活動と運動 ～理学療法士の立場から～
12 禁煙支援の方法
13 日常生活の心がけ・心理的支援の方法
14 認知機能低下のある患者への対応をどうするか
15 緩和ケアの考え方と実践に向けて
16  心不全チーム医療における
   心不全療養指導士への期待

Expertise

特集 心不全療養指導士誕生 －よりよい心不全診療のために－
企画・構成／筒井裕之

次号予告

10月号 掲載内容

2021年
9月9日発売

2021年6月号 心不全集中講座　多様化する心不全をどう診てどう対処するか 企画・構成／猪又孝元

診る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 1 .  心臓サルコイドーシスなどの炎症性心筋疾患における

FDG-PETの有用性とその限界 今村泰崇，芹澤直紀
 2 .  心不全に伴う骨格筋異常　

サルコペニア・フレイルをどうとらえどう評価するか 小幡裕明
 3 .  心不全急性期の栄養評価とその管理 中山寛之
 4 .  ［Expertise］都市型医療における心不全在宅管理 渡邉雅貴

識る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 5 . 心不全と腸内細菌 山下智也，林 友鴻，平田健一
 6 .   ALアミロイドーシスと心不全 塚田信弘
 7 .  S-ICDやWCDを踏まえた心不全例の突然死対策 岸原 淳

 8 .   ［Expertise］心不全患者の至適心拍数 大西勝也 

治す ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 9 . 心不全臨床シナリオに即したイバブラジンの活用法 石原嗣郎
 10 . 僧帽弁クリップ術を絡めた心不全包括治療 桒田真吾，出雲昌樹
 11 . 劇症型心筋炎におけるECPELLAとECMOの違い
  青山英和，菊池 駿，石黒宣夫，亀谷良介

 12 . ［Expertise］CPXガイド下心臓リハビリテーション 加藤祐子

〈連載〉心臓の解剖【知っておきたい知識 －疾患の病態生理から治療へつなげる解剖学－】
 第３回　左房の基本構造と心血管疾患との関連 井川 修

2021年7月号 不整脈薬物治療を考える　－ガイドライン改定を踏まえて－ 企画・構成／清水 渉

診る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 1 .  ガイドライン改訂における主な変更点 小野克重
 2 .  徐脈性不整脈の診断と治療戦略 草山隆志，加藤武史
 3 .  Narrow QRS tachycardiaの薬物による鑑別診断 丸山光紀
 4 .  特発性心室頻拍の鑑別診断 黒木健志，関口幸夫
 5 .  ［Expertise］ リスク評価（塞栓症・出血）に基づく心房細動抗凝固薬

（DOACとワルファリン）の使い分け 廣田尚美，鈴木信也

識る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 6 . 発生機序から考える頻脈性不整脈の治療戦略（心房細動を除く） 永嶋孝一
 7 .    抗不整脈薬の分類/作用機序と薬物動態（吸収/分布/代謝/排泄） 辻 幸臣
 8 .  心房細動の疫学・病態・電気生理学的機序からみた治療戦略 井上耕一
 9 .   ［Expertise］ 遺伝性不整脈診断up-to-date　

診断技術はどこまで進歩したか 江花有亮，古川哲史 

治す ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 10 .  心房細動における薬物治療　

薬物治療の意義とアブレーションとの棲み分け（抗凝固療法を除く） 近藤祐介
 11 . ［Expertise］併存疾患合併心房細動患者における抗凝固療法 深谷英平
 12 . 心房細動患者における観血的手技の周術期抗凝固療法管理
  鈴木 敦，武居明日美

 13 . 心室頻拍における薬物治療の位置付け（遺伝性不整脈を除く） 中原志朗
 14 . 遺伝性不整脈の薬物治療up-to-date 森田 宏
 15 . 心室細動による心停止に対する救急処置と急性期薬物治療 田原良雄

〈連載〉心臓の解剖【知っておきたい知識 －疾患の病態生理から治療へつなげる解剖学－】
 第４回　右室の基本構造と疾患に伴う構造変化 井川 修

2021年8月号 COVID-19と循環器　－関連する循環器疾患から診療まで－ 企画・構成／野出孝一

診る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 1 .  COVID-19感染下において心不全をどう診断・評価するか？ 瀬尾由広
 2 .  COVID-19感染下における急性冠症候群をどう診断・評価するか？ 松本新吾
 3 .  COVID-19感染下において高血圧・腎障害をどう評価・診断するか？ 下澤達雄
 4 .  COVID-19感染下において小児循環器疾患をどう評価・診断するか？

山岸敬幸，小柳喬幸，冨田健太朗，立石 実，落合亮太
 5 .  COVID-19感染下においてtelemedicineは有効か？ 谷田部淳一

識る ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 6 . COVID-19感染はなぜ心不全を引き起こすのか？ 末永祐哉
 7 .    COVID-19感染はなぜ血栓症を引き起こすのか？

　－ウイルスに対する生体防御機構の総論も含めて－ 佐野元昭
 8 .  COVID-19感染はなぜ血管炎を引き起こすのか？ 住友直方

 9 .   COVID-19感染はなぜ腎障害を引き起こすのか？ 柴田 茂
 10 .   ［Expertise］ COVID-19感染下でのわが国と世界の循環器医療の現状 水野 篤

治す ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
 11 . COVID-19感染下の心不全をどう治すか？ 土井駿一，石橋祐記，木田圭亮
 12 . COVID-19感染下の急性冠症候群をどう治すか？ 伊苅裕二
 13 . COVID-19感染下の高血圧をどう治すか？ 甲斐久史，福田由香，佐々木基起
 14 . COVID-19感染下の不整脈をどう治すか？ 里見和浩
 15 . ［Expertise］ 新型コロナに日本循環器学会と日本循環器連合は

COVID-19感染下でどう対応したか？ 岸 拓弥

〈連載〉心臓の解剖【知っておきたい知識 －疾患の病態生理から治療へつなげる解剖学－】
 第５回　左室①（基本構造） 井川 修
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